
  

 

第１４０８回 例会 ２０２０年（令和２年）９月２８日 

（基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間） 

 

前回（９月１４日）例会記録  

◇プログレス 小島 常男 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介 清水 清一 親睦委員       

  ゲスト：１名 地区外：０名 地区内：５名 合計：６名 

  ゲスト：国際ロータリー 第２６６０地区ガバナー 簡 仁一 様 

   

２．会長の時間  「ロータリーの友拾い読み」  岡本  茂 会長 

 

今日は、簡仁一ガバナーにお越しいただいております。後ほど卓話をいただきます。 

ロータリーの友 9 月号の記事、出口治明さんの「多様性社会」をご紹介します。どんな問題を

考えるにしても色眼鏡で見ないこと。色眼鏡とは人生観や価値観です。ではどうするか。タテ・ 

ヨコ・算数。タテ思考とは、昔の人はどう考えたか。人類の歩みや知恵を学ぶこと。歴史から学ぶ

ことです。ヨコ思考とは、自分以外の他人の意見。エビデンスとは、一つや２つのエピソードで 

議論するのではなく、エビデンスをしっかり押さえ「データ」に基づいて分析することです。 

データで平成の 30年を総括すると―。日本の国際競争力は、30 年前は 1位だったのが 2019

年には 30位。30年前の世界のトップ企業 20社中14社が日本企業でした。 

 

本日のプログラム                     （本日のプログレス 小島 常男 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「今日も楽しい」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ フリートーク  「一斉体験例会」  

○ 懇談会  ３１階「カトレア」 １３：４０～ 

・月 

・人形 

・友達賛歌 



 

今、トップ 20社に日本企業はゼロ。なぜか。デフレ、人口問題などあったにしろ答えは簡単。トップ 20社の顔触れは 

「ＧＡＦＡ」。グーグル、アップル、フェースブック、アマゾン。これらの企業はとても若い。ファスプックは創業 16年でトヨタの 

2倍の時価総額。つまり、日本はこの 30年間に新しい産業を生み出すことができなかったということ。30年間、日本は何を 

していたのでしょうか。新しい産業を生み出すカギは何か。キーワードは３つ。「女性、多様性、個性（個性的な人）」です。 

まず、女性。昔は３Ｃの時代。カー、カラーテレビ、クーラーの買い手は男性。 

ところが、今や製造業からサービス産業中心の時代。サービス産業のユーザーは女性。買い物、食事・・。経済を活性化 

するためには「女性の視点」が必須です。次に多様性。ワールドカップの日本チームがその象徴です。交ぜたら強くなる。 

50代、60代、70代、80代の役員・管理職はおじさんばかり。ダイバーシティに乏しいから新しい産業が生まれない。 

最後は、個性。日本の企業は、５要素（偏差値がそこそこ高く、素直で我慢強く、協調性があり、上司の言ことをよくきく）の 

社員を大量に育てて来ました。しかし、これでは新しいアイデアは出てこない。オタクの変人。好きなことを徹底的にやる 

人がアイデアを生み出す。もちろん「変態」（個性的な人）ばかりでは世の中が回らない。せめて 3割ぐらいは変態を 

作らないと、新しいアイデアは生まれません。 

会社以外の人と会って、いろいろな刺激を与えあう、足を使って多様な広い世界を体験することで脳を刺激しないとアイ 

デアは湧かない。海外旅行ばかりではない。はやっているパン屋があれば寄ってみる。行って買って食べるということも 

そのひとつです。 

28日には一斉体験例会を開催します。新しい仲間を増やしましょう。また多くの人との出会いでいろいろな刺激をもらい 

ましょう。わいわいやっている船場のこの雰囲気を体感してもらえれば、そのことこそが体験例会参加者への「最高の 

おもてなし」になります。 

 

３．委員会報告 

◎会員増強委員会 中村 一委員長 

計画通り９月２８日の例会で「一斉体験例会」を開催致します。 

現時点では７名の入会候補者のご参加を予定しておりますのが、９月１８日まで更に追加の参加者申込みを受付して 

おりますので宜しくお願い致します。 

また、同日の例会ですが、９月度の理事会承認を得まして、卓話の時間を入会候補者のためにロータリークラブの 

魅力や活動を３名の会員よりご紹介頂く時間とさせて頂きますので、皆さまのご理解ご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

４．ゴルフコンペ開催のお知らせ 親睦委員会 澤田 宗久 委員長 

本日皆様のメールボックスに配布いたしました通り１１/１１（水）つるやカントリークラブ西宮北コースで親睦ゴルフコンペを 

開催いたしますので奮ってご参加をお願いいたします。締め切りは１０月末ですのでよろしくお願い致します。 

 

５．ニコニコ報告  中嶋 啓至 親睦委員 

西村 会員・・・・ニコニコ担当の皆さん、いつもニコニコと大変お世話して頂き、ありがとうございます！ 

澤田 会員・・・・久しぶりに船場ＲＣのゴルフコンペを開催いたしますので、コロナ禍ではありますが、皆様のご参加 

          宜しくお願い致します。 

新川、清水、栗原、中嶋、小山、小島、岡野、山川、北野、中西、片岡、平山、塩尻、俣野、松永、岡本(真)、原山、 

大磯、井澤、吉本、中村、大嶋、甚田、沖、宮原、伊藤、岡本(茂)、岩崎、 

  各会員・・・・第２６６０地区ガバナー 簡仁一様をお迎えして 

 

６．出席報告 小島 常男 副ＳＡＡ 

会員総数 ３５名 出席率計算会員数 ３５名 出席会員数 ３４名 出席率 ９７％ 

第１４０５回（８月２４日） 修正出席率 ９４％ 



 

７．卓  話  国際ロータリー 第２６６０地区ガバナー 簡 仁一 様 

 

ホルガー・クナーク RI会長テーマ 

「Rotary Opens Opportunities」～ロータリーは機会の扉を開く～ 

 

クナーク会長は、このテーマについて、ロータリーがクラブに入会するというだけではなく、 

「無限の機会への招待である」という思いを込めた、と語っておられます。 

「奉仕プロジェクトを通じて会員自身や受益者の人生をより豊かにするための道を開くのが 

ロータリーである」と力説され、「ロータリーは、リーダーシップの機会、奉仕のアイデアを実行に

移すために世界を旅する機会、そして生涯続く友情の絆を築く機会を与えてくれる」とも述べられました。 

そのうえで、「私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのために機会の扉を開いています」と強調されました。 

この RI会長のテーマに基づき、2020-21年度第 2660地区の年次目標を 6項目掲げました。 

 

1.会員基盤の強化 

年代、職業、男女の別いずれにおいても、多様な会員を受け入れる柔軟性と、ロータリーの基本的な価値観を再認識し、 

クラブのあり方を方向づける「クラブビジョン」を作成しましょう。問題意識を共有し、会員の退会を防ぐ姿勢を、だれもが 

持ち続ける必要があります。 

 

2.ポリオの根絶 

現在、ポリオウイルス株の 2 型、3 型は根絶され、あとは１型だけです。また、ポリオの常在国は、アフガニスタンとパキスタン

の 2か国だけとなりました。ナイジェリアは発症例が 3年間報告されておらず、今年中に根絶の宣言がされるでしょう。ポリオ

の発症がどこかで起きている限り、感染の危険は世界中の子どもに及ぶことになります。世界中で根絶されるまで活動を続

けていきましょう。 

 

3.青少年の活動を支援 

未来を担う若い世代を支援し、リーダーを育てることは、ロータリアンの使命です。当地区は、インターアクト、ローターアクト、

青少年交換、ライラ、米山奨学生、ロータリー学友などの青少年プログラムに積極的に取り組んでいます。ロータリアンと青少

年がともに活動できる奉仕の機会を、さらに作っていきましょう。 

 

4.ロータリー財団活動の推進 

ロータリー財団は、ロータリーの奉仕プロジェクトを支える柱です。年次基金は、3年後の奉仕活動の資源となり、恒久基金は

将来のロータリー活動を担保し、ポリオ基金はウイルスとの闘いの象徴です。ご理解いただき、ご協力をよろしくお願いしま

す。 

 

5.米山記念奨学会活動の推進 

 日本と海外との懸け橋となる米山奨学生の支援をお願いします。4月から継続を含めて、49名の米山奨学生が、皆さんのク

ラブでお世話になっております。未来を担う若い力を応援してください。 

 

6.IT化の推進と公共イメージの向上 

IT化は避けては通れません。My Rotaryの登録、クラブセントラルの活用をぜひ、よろしくお願いします。ロータリーについて

知ってもらうための一番の広告塔は、ロータリアン自身です。会員以外の人にも、ロータリーに親しんでもらう機会をつくって

いきましょう。 



 

私は、地区スローガンを決定するにあたって、3つのことを考えました。 

 

① 基本の再認識を 

ロータリーは変わったのか、という声をよく耳にしますが、私はそうは思いません。2019年-20年度の新しい標準ロータリー 

クラブ定款は、表現が多少異なっているとはいえ、基本となる考え方は従来と同じです。それは、すなわち、四つのテスト、

超我の奉仕、中核的価値観といったロータリーの価値観です。 

そして、ロータリーは、こうした価値観を共有する人たちの集まりであり、だからこそ、確かな信頼関係が築かれているのです。

今こそ、ロータリーの基本を再認識しましょう。 

 

② 誇りと自信を持って 

ロータリーで、私は、多くの尊敬できる先輩の皆さん、多くの信頼できる友人を得ることができました。一人ではなかなか 

できない奉仕活動に取り組むことができ、その活動を通して、大きな感動を得ることもできました。 

こうした素晴らしい集まりの会員であることに改めて意識を向け、ロータリアンとしての誇りと自信を、皆さんに持って 

いただきたいと思います。 

 

③ 未来をつくる 

時代に対応する多様性、柔軟性、適応力がなければ、ロータリーの未来を創っていくことはできません。 

例えば、SF映画のように、過去に戻って、今を変えることはできないのです。 

しかし、未来は、私たちの手の中にあります。私たちが、未来をつくっていくことができるのです。 

私は、こう呼びかけたいと思います。 

ロータリーの基本を再認識してください。ロータリアンとしての誇りと自信を持ってください。 

そして、一緒にロータリーの未来をつくっていきましょう。 

そこで、地区スローガンは 「Back to the Basics and Fly to the Future」 (ロータリーの基本に戻って、新しい未来へ） 

の意味を込めて BACK, To the FUTURE ～基本に戻って、未来へ～ とさせていただきました。 

これから一年間、クラブの皆さまとともに、基本を見つめ直して考え、歩んでまいりたいと思っております。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

                          ★１０月例会予定★ 

 

 日  司会 プログラム 歌 その他 

 ５  

 

地域社会の経済 

発展月間/米山 

月間 

 

 

 

 

山川                                                                 卓話：米山奨学生 

ゴーチュンタン君 

 

「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

理事会３１階「カトレア」１３：４０～ 

お食事：洋食 

１２ 山川       

                              

卓話：新川会員 「奉仕の理想」 お食事：軽食 

 

１９ 山川    委員会卓話： 

米山奨学委員会 

 

「それでこそロータリー」 

 

お食事：洋食 

２６ 

 

山川 フリートーク 「我等の生業」 指名委員会４階「蘭の間」１３：４０～ 

お食事：和食 


